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令和７年度 第２回 静岡市認知症対策推進協議会 

次   第 

 

日 時：令和８年３月３日(火)  19：15～20：45     

会 場：静岡市役所静岡庁舎 新館 17階 171・172 会議室 

 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 報  告 

（１）令和７年度静岡市認知症施策の実績について ：資料１ 

（２）認知症疾患医療センターの指定更新について ：資料２ 

 

４ 議  題 

（１）令和８年度静岡市認知症施策の年間計画（案） ：資料３ 

（２）認知症施策推進計画策定に係る取組（案） ：資料４ 

 

５ 閉  会 

 

 

 

【配布資料】 

 

  ・出席者名簿／座席表 

・資料１  ：令和７年度静岡市認知症施策の実績について（報告） 

・資料２－１：認知症疾患医療センター公募選定について（報告） 

・資料２－２：認知症疾患医療センター公募選定における有識者の意見聴取 

・資料３  ：令和８年度静岡市認知症施策の年間計画（案） 

・資料４－１：認知症施策推進計画の策定に係る取組（案） 

・資料４―２：認知症施に関する意識等調査票・回答 

・資料４－３：対面による認知症本人・家族・介護関係者等の声の収集 

・資料４－４：認知症の方の暮らしについてのアンケート 



令和７年度 静岡市認知症施策の実績について（報告） 

※1 月末時点   

I. 認知症への理解を深めるための普及・啓発 

① 認知症サポーター養成講座: 

地域住民や企業、学校などの団体にキャラバン・メイト（講師）を派遣し、認知症について正しく理解し、認知症

の人やその家族を見守る「認知症サポーター」を養成する。 

  

【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績※1 月末時点 

開催回数 110 回 96 回 

養成数 5,400 人 3,022 人 

サポーター数（累計） 76,100 人 73,149 人 

 

●認知症サポーター養成講座の開催回数・サポーター数 

年  度 
開催
回数 

サポーター数
（人） 

うち、こどもサポーター 

（小・中学生）（人） 

サポーター数累計 

（人） 

※H18 年度～ 

うち、こどもサポーター 

累計（小・中学生）

（人） 

令和５年度 97 2,744 994 68,080 7,987 

令和６年度 74 2,047 409 70,127 8,396 

令和７年度 96 3,022 1,064 73,149 9,460 

 
② 認知症ミニ講演会（4 者協働事業）: 

市民を対象に、医師によるミニ講演会を開催し、市民の認知症についての知識や理解を高める。 
※静岡市・２医師会・エーザイ㈱による協定 
 

●令和７年度実施:４回 
（入江生涯学習交流館主催、千代田地域包括主催、飯田庵原地域包括主催、かけこまち七間町主催） 

    
③ パンフレット「みんなの認知症予防」の作成・配付: 

認知症の予防や対応等についてのパンフレットを作成・配付し、市民の認知症についての知識や理解を高める。 
●パンフレット「みんなの認知症予防」の作成数・配付先 

作成数 : 8,000 冊 
配付先 : 自治会⾧、民生委員・児童委員、医師会、歯科医師会、薬剤師会、病院、公共施設 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１ 

１ 



II. 認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供 
 
① かかりつけ医認知症対応力向上研修: 

かかりつけ医に対し、適切な認知症診療の知識・技術や認知症の人とその家族を支える知識と方法を習得するた
めの研修を実施し、認知症の初期から状況に応じた認知症の人への支援体制の構築を図る。 

 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

開催回数 １回 １回 

養成数 30 人 43 人 

 
 

●かかりつけ医認知症対応力向上研修の開催状況 
受講者数:56 人（市外含む） 
日   時:令和７年 11 月 29 日（土）15:00～19:00（Zoom） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 認知症サポート医養成研修: 
認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医への助言その他の支援を行い、専門医療機関や地域包括支援センタ
ー等との連携の推進役となる認知症サポート医を養成する。 

 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

養成数 3 人 ６人 

配置圏域数 29 圏域 29 圏域 

 
●認知症サポート医養成研修受講者数 

      静岡医師会:４人、清水医師会:2 人 
 
 
 
 
 
 
 
 

講義内容 静岡会場 

講義Ⅰ 
「かかりつけ医の役割」編 

おもて循環器科 
表 俊也 医師 

講義Ⅱ 
「基本知識」編 

静岡てんかん・神経医療センター 
小尾 智一 医師 

講義Ⅲ 
「診療における実践」編 

水谷脳神経外科クリニック 
水谷 暢秀 医師 

講義Ⅳ 
「地域・生活における実践」編 

あさり内科クリニック 
淺利 博基 医師 

区 令和７年度 サポート医 総数 

葵  区 2 30 

駿河区 2 26 

清水区 2 28 

合計 6 84 

 

２ 



③ 認知症疾患医療センターの運営: 
認知症の疑いのある人に、かかりつけ医等からの紹介により、速やかに鑑別診断を行う認知症専門の医療機関を
運営する。 

 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標（年） R７計画 R７実績 

運営箇所数 ３箇所 ３箇所 

 
●認知症疾患医療センター指定病院  
 

・静岡てんかん・神経医療センター 外来件数 2,053 件（うち鑑別診断 256 件） 
・医療法人社団リラ溝口病院  外来件数   672 件（うち鑑別診断 141 件） 
・静岡市立清水病院  外来件数   449 件（うち鑑別診断 119 件） 

 
      ※２センター（静岡てんかん神経医療センター・清水病院）が R7 年度指定期間の終了となることから、 

指定病院の公募を行った。（別途報告） 
 
 
④ 認知症初期集中支援チームの設置: 

認知症の人やその家族に早期から関わる「認知症初期集中支援チーム」を配置し、早期診断・早期対応に向け
た支援体制を構築する。 

 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

検討委員会の開催数 2 回 2 回 

チームの活動 実施 実施 

 
 

●認知症初期集中支援チーム設置箇所 
 
・静岡てんかん・神経医療センター（疾患センターチーム） 1 箇所 
・地域包括支援センター（包括チーム）   29 箇所      計 30 箇所 

 
●認知症初期集中支援チーム支援実績 （１月末現在） 

 
相談受付数:４件 
（うち、チーム員会議にて非該当と判断されたケース: １件、 相談受付のみのケース: ３件） 

 
※訪問支援対象者チェックシートにより 『支援対象者』とはなったものの、初期集中支援非該当となり、 

支援開始に至らなかった。 
 
 チーム活動マニュアルの改訂を実施 
 
 ３ 



⑤ 認知症介護実践者等研修の実施: 
認知症高齢者に対して適切な知識と技術により介護サービスが提供されるよう、事業者の知識、経験、職種等に
応じた研修を開催し、介護技術の向上、専門的な人材の養成など、認知症高齢者に対する介護サービスの充実
を図る。 
 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

各研修開催数 

・実践者研修           ・実践リーダー研修 

・開設者研修           ・管理者研修 

・計画作成担当者研修   ・指導者養成研修 

各研修 

１回 

各研修 

１回 

 
●認知症介護実践者等研修実績 

研修名 研修日程 参加者人数 

実践者研修 講義５日間＋職場実習    97 人 

実践リーダー研修 講義７日間＋職場実習    ４人 

開設者研修 講義１日間＋職場体験    １人 

管理者研修 講義２日間    27 人 

計画作成担当者研修 講義２日間    10 人 

指導者養成研修 講義 15 日間＋職場研修     ０人 

 
 
 
⑥ 認知症地域支援推進員の配置: 

医療機関と介護サービス及び地域の支援機関を繋ぐコーディネーターとして認知症地域支援推進員を配置し、医
療と介護の連携強化、認知症カフェへの助言など地域における支援体制の構築を図る。 

 
【健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績※1 月末時点 

連絡会の開催 2 回 １回 

新任者研修の実施 1 回 1 回 

現任者研修の実施 1 回 1 回 

 
 

●認知症地域支援推進員の配置箇所 
地域包括ケア推進課 1 人 
地域包括支援センター（各 1 人） 29 人      計 30 人 

 
 
 
 

４ 

※２月 25 日に 1 回実施 



●連絡会の開催 
①日時:令和７年７月 29 日（火） 

参加者:29 人 
内容:認知症地域支援推進員の位置づけと役割の説明、今年度の活動計画について（グループワーク含

む）、活用できる市の事業について紹介 
 

②日  時:令和８年２月 25 日（水） 
参加者:29 人 
内  容:新任者・現任者研修の報告、今年度の活動実績について（グループワーク含む） 

※連絡会内で、『認知症地域支援推進員研修伝達研修』を実施 
 

●令和７年度認知症地域支援推進員研修の実施 
参加者 

（新任者）・地域包括ケア推進課 １人   （現任者）・安西番町地域包括支援センター １人 
・伝馬町横内地域包括支援センター １人        ・美和地域包括支援センター １人 
・岡船越地域包括支援センター １人 
・松原地域包括支援センター １人 

 
 

●認知症地域支援推進員事例検討研修の実施（昨年度メンバーからの要望により今年度のみ実施） 
日  時:令和７年 11 月 26 日（水） 
内  容:実際の事例を用い、グループでの事例検討と、こころの健康センター大久保所⾧からのスーパーバイズ 
参加者: 20 人 

 
 
III. 若年性認知症施策の強化 
 
① 若年性認知症普及啓発事業: 

広く市民の認知症に対する理解促進を図るため、認知症の当事者やご家族からのメッセージをとおし、市民が認知
症を“自分ごと”と捉え、認知症と共に生きる備えと心構えについて考える機会を創出する。 

 
【健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

当事者や家族の交流の場づくりの支援 実施 実施 

 
●若年性認知症も含めた認知症本人と家族のつどいの定期開催（会場:かけこまち七間町） 

①令和７年５月 25 日（日） 
参加者:当事者８人・家族３人   内容:ラダーゲッター、交流会（座談会） 

②令和７年７月 13 日（日） 
参加者:当事者６人・家族２人   内容:ボッチャ、交流会（座談会） 

③令和７年 10 月 26 日（日） 
参加者:当事者９人・家族３人   内容:ヨガ＆卓球ゲーム、当事者と家族が分かれての交流会 

④令和８年１月 25 日（日） 
参加者:当事者 10 人・家族６人  内容:モルック、当事者と家族が分かれての交流会 

      ※いずれも若年性認知症の本人・家族の参加なし 

5 



② 若年性認知症の啓発: 
若年性認知症を含む認知症の早期発見につながるチェックの実施や、若年性認知症に関するリーフレットの配布。 
 

   ●リーフレットや相談機関を表示したカードをかけこまち七間町のイベント等で配布。 
 
IV. 認知症の人の介護者への支援 
 
① 認知症カフェ普及促進事業: 

認知症カフェの普及を図り、身近な地域で認知症の人やその家族と地域の専門職、住民等とが交流し、認知症
の人及び介護をする家族の負担を軽減するとともに、地域住民の認知症への理解を深める。 

 
【健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

日常生活圏域に１箇所以上の開設 17 圏域 15 圏域 

 
   ●認知症カフェ認証数 
 
 
 
 
 
 
 
 
V. 認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進 
 
① 認知症しずメール・認知症見守りシール: 

徘徊で行方がわからなくなった認知症高齢者を、行政だけでなく、警察や地域の方などの協力を得て、早期に発見
し、事故を未然に防ぐため、捜索が必要な高齢者の情報をメール配信したり、捜索時の目印となる見守りシールを
配付する。 

 
    ●徘徊認知症高齢者見守りシステム（しずメール）協力者数（受信登録） 
 
 
 
 
 
    ●徘徊認知症高齢者見守りシステム（しずメール）事前登録者数 
 
 
 
 
    ●メール配信実人数 
 
 
 

  令和 6 年度 令和 7 年度 

運営数 19 20 

新規 1 １ 

辞退 3 ０ 

 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

しずメール 1,907 1,780 1,764 

ＬＩＮＥ 9,260 10,388 11,532 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 累計登録者数 

66 64 52 804 

令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度 

３ ７ ５ 

６ 

※うち、現登録者数は 205 人 



② 認知症地域支え合いプログラム実施事業: 
認知症による行方不明者が発生した場合の捜索練習や認知症の方を地域で見かけた時の声かけの手法等、認
知症の人やその家族を地域で見守り支え合うために必要な知識や技術を身につけるためのプログラムを住民主体
で企画・実施する活動を支援する。 

 
【健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

認知症地域支え合いプログラム企画地区数 2 地区 ２地区 

認知症地域支え合いプログラム実施地区数 ３地区 ３地区 

 
●認知症地域支え合いプログラム実施状況 
 

（１）港北圏域 
内   容:認知症高齢者への対応の仕方について学ぶ 
日   時:令和７年８月 18 日（月） 13:30～15:00 
場   所:袖師生涯学習交流館２階 講義室 
実行委員:チームオレンジ袖師、袖師地区住民、港北地域包括支援センター 
参 加 者:29 人 

 
（２）大里高松圏域 

内   容:認知症予防啓発イベント 
日   時:令和７年 11 月８日（土） 14:00～15:30 
場   所:静岡市地域福祉共生センター みなくる 
実行委員:大里高松地域包括支援センター、静岡市南部図書館 
参 加 者:約 77 名 

 
（３）蒲原由比圏域 

内   容:蒲原・由比地区 S 型デイサービス交流会（認知症サポーター養成講座＋対応を考える会） 
日   時:令和８年２月 10 日（火） 
場   所:蒲原生涯学習交流館 
実行委員:蒲原由比地域包括支援センター、蒲原由比地区 S 型デイサービス 
参 加 者:61 名 
 
 

③ チームオレンジ運営支援事業: 
チームオレンジ（認知症サポーター等が支援チームを作り、認知症の人やその家族の支援ニーズに合った具体的な
支援に繋げる仕組み）の立ち上げに向けた活動を支援する。 

 
【健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績※１月末時点 

チームオレンジ新規立ち上げチーム数 3 チーム ２チーム 

    
 
 

７ 

※２月 19 日に 1 チーム立ち上げ 



●チームオレンジ立ち上げ状況 
 

年度 チーム名 圏域 ステップアップ研修 

令和２年度 チームオレンジ駒形 城西 令和２年 11 月 14 日 

令和３年度 ― ― ― 

令和４年度 

チームオレンジみ・て・こ 大里高松 令和４年 ７月 26 日 

チームオレンジ大谷久能 大谷久能 令和４年 10 月 15 日 

チームオレンジ長田西 丸子 
①令和４年 10 月 13 日 

②令和４年 11 月 29 日 

令和５年度 

チームオレンジ袖師 港北 令和５年 10 月 27 日 

チームオレンジ今宿チーム 蒲原由比 令和５年 11 月 17 日 

オレンジ野ばらの会 大里中島 令和５年 12 月 12 日 

令和６年度 

チームオレンジ（名称未定） 八幡山 令和６年 12 月 13 日 

チームオレンジ樹寿 長尾川 令和６年 12 月 16 日 

チームオレンジポピー 三保 令和７年 １月 14 日 

令和７年度 

チームオレンジなごみ 八幡山 令和７年 12 月 09 日 

チームオレンジハーベスト 港南 令和７年 12 月 26 日 

チームオレンジレッツゴーシニア 八幡山 令和８年２月 19 日 

 
④ 「認知症の人にやさしい地域づくり」モデル創出事業: 

認知症になっても希望を持って暮らし続けることができる社会を構築するため、チームオレンジを核として「認知症の
人にやさしい地域づくり」のモデルを創出し、広く普及を図る。 

 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績 

モデル創出地域での実施 実施 実施 

 
   ●令和７年度モデル地域 

駿河区南部学区（チームオレンジみてこ） 
 
 ●実施状況 

第１回検討会議:令和７年５月 13 日（火） 13:30~ ＠石田集会場 
第２回検討会議:令和７年６月 24 日（火） 13:30～ ＠登呂本町公民館 
会⾧等との話合い:令和７年 11 月 28 日（金） 11:30～ ＠みなくる 
第３回検討会議:令和７年 12 月 23 日（火） 13:30～ ＠登呂本町公民館 
第４回検討会議:令和８年１月 13 日（火） 13:30～ ＠石田集会場 
現 場 聞 き 取 り:令和８年１月 16 日（金）  9:30～ ＠南八幡会場 
 

●成果 
本人の見守り支援を中心とした活動を行っている団体をモデルとすることにより、認知症の心配が疑われる者、独 
居のため、孤独死のリスクが高い者へのかかわり方、適切な見守り方について把握することができた。 

   ※令和５年度の駒形学区（チームオレンジ駒形）、令和６年度の由比蒲原地区（チームオレンジ今宿）、令
和７年度の南部学区（チームオレンジみてこ）の３つのモデル地区の活動をまとめたものを各地域包括支援セ
ンターに配布し、好事例を共有し、各地区の活動の参考（モデル）とする。【R7 年度をもって事業終了】 

８ 



VI. 認知症ケア推進センターの取組みについて 
 
① 静岡市認知症ケア推進センター「かけこまち七間町」: 

認知症ケアを推進する拠点として、認知症の本人やその家族の支援を行うとともに、全世代を対象として広く認知
症予防や認知症の理解促進に係る事業を展開する。 

 
【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績※1 月末時点 

来場者数 5,000 人 10,888 人 

 
   ●来場者数 

 総数 月平均 

年度 R５年度 R６年度 R７年度(１月末) R５年度 R６年度 R７年度 

実績 12,920 11,744 10,888 1,077 979 1,089 

 
   ●相談件数 

 総数 月平均 

年度 R５年度 R６年度 R７年度(１月末) R５年度 R６年度 R７年度 

実績 444 649 506 37 54 51 

 
   ●訪問レッスン（R6 年度 6 月開始） 

 総数 

年度 R６年度 R７年度(１月末) 

実績 29 35 

 
 
 
VII. 認知症予防の取組みについて 
 
① 静岡型認知症・ＭＣＩ予防プログラム普及事業: 

認知症の一歩手前の状態である、ＭＣＩ（軽度認知障害）の改善に効果がある静岡市独自のプログラムを、
各区１箇所の常設会場で実施、S 型デイサービス等の通いの場での体験会を実施。体験会に参加した S 型デイ
サービスへプログラムの DVD の配布や、YouTube 動画の配信も実施し、プログラムの普及を広く図る。 
 

【静岡市健康⾧寿・誰もが活躍のまちづくり計画の活動指標・計画】 

活動指標 R７計画 R７実績※1 月末時点 

プログラム参加人数 4,000 人 3,127 人 

 
●静岡型認知症・MCI 予防プログラム参加延べ人数 
 
 
 

 
 

年度 R５年度 R６年度 R７年度 

実績 3,700 4,701 3,127 

９ 



② 認知症スクリーニング検査の機会の提供: 
65 歳以上の高齢者を対象に、１年に１回認知症のスクリーニング検査を無料で受けることができる機会を提供し、
認知症を早期発見・早期対応することを促進し、認知症の発症を遅らせることで健康寿命を延伸する。 
 
●実施状況 

事業開始:令和７年６月１日 
実施件数:1,143 件（1 月末時点） 
 

●精密検査結果（全 344 件実施） 

MCI 認知症 

162 件 103 件 

 
    ※アルツハイマー型認知症の診断は 103 件中 78 件となり、約 76％を占める形となった。 
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認知症疾患医療センター公募選定について（報告） 

 

１ 静岡市認知症疾患医療センターの指定状況 

平成 25 年度から認知症疾患医療センター運営事業を開始し、現在、市内３か所の病院を指定し、

運営が行われている。令和７年度、静岡市で指定している病院は、静岡てんかん・神経医療センター、

溝口病院、清水病院の３病院であり、静岡てんかん・神経医療センター及び清水病院については、今

年度が指定期間の最終年度となる。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 指定病院の公募について 

今回、本年度をもって指定期間が満了する病院があることから、公平性を期するために市内病院に

参入の可否について意向調査を実施したところ、既存指定病院のほか、新規で参入の意向がある旨の

回答を得たため、次年度以降の指定病院の選定にかかる公募を実施した。 

公募により、静岡てんかん・神経医療センターと静岡赤十字病院の二者の応募があったため、選定

を行った。 

 

３ 選定委員会委員 

  地域支え合い推進部長、高齢者福祉課長、介護保険課長、地域包括ケア推進課長、保健衛生医療課長 

 

４ 選定スケジュール 

  （１）参入意向調査        ：令和７年 ７月 23 日（水）～８月 20 日（水） 

  （２）公募期間          ：令和７年 10 月 15 日（水）～11 月 14 日（金） 

（３）選考委員会にてヒアリング審査：令和７年 12 月 ９日（火） 

  （４）有識者への意見聴取     ：令和７年 12 月 10 日（水）～12 月 19 日（金） 

                  ※有識者の意見聴取について【資料２－２】 

（５）選考委員会にて最終評価   ：令和７年 12 月 22 日（月） 

  （６）結果通知          ：令和７年 12 月 24 日（水） 

 

５ 選考結果 

  ・静岡てんかん・神経医療センター 指定更新 

  ・静岡赤十字病院         新規指定 

   ※清水病院は指定更新の意向なく、指定終了。 

※溝口病院は指定期間中であり、変更なし。 



認知症疾患医療センター公募選定における有識者の意見聴取 
 

１．有識者の訪問日程について 
有識者 所属 訪問日程 

冨安 眞理 静岡県立大学 12 月 18 日(木) 15:00～15:30 

鈴木 研一郎 静岡市静岡医師会 12 月 16 日(火) 14:30～15:00 

宗 幹之 静岡市清水医師会 12 月 18 日(木) 14:30～15:00 

 

2．意見について 
 【A 氏】 

 選考について、特に意見はありません。静岡赤十字病院も信頼できる病院です。 

 アクセスが良いため心配はないかと思いますが、清水区のセンターがなくなって

しまい、距離が遠くなってしまうことが少し気にかかります。早めに紹介できる体

制を整えていただきたいと思います。 

  

 【B 氏】 

 選考について、特に意見はありません。これから、清水区民の対応について考え

る必要があると思います。 

  

 【C 氏】 

 選考については、特に意見ありません。静岡赤十字病院は、地元の病院として地

域との連携も強く、適任であると感じます。また、静岡てんかん・神経医療センタ

ーについては、専門病院として信頼できます。静岡てんかん・神経医療センターの

認知症疾患医療センターとしての実績を踏まえ、静岡赤十字病院と連携していって

ほしいと思います。 

なお、静岡赤十字病院につきましては、今後、認知症専門医の先生一名に託すの

でなく、病院として認知症疾患医療へ尽力いただきたいと思いますので、マニュア

ルの作成やもの忘れ外来の設置を検討いただきたいと思います。また、市民が迷わ

ずに受診ができるような看板が掲げられると良いかと思います。これからの、セン

ターとしての活躍に期待しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



認知症施策推進計画の策定に係る取組（案） 
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